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   Eendoscopic surgery has been performed widely for treatment of urethral strictures in adults. 
However, recent advances in endoscope techniques also allow us to practice endoscopic surgery in 
pediatric patients. We recently performed endoscopic urethrotomy successfully for the treatment of 
urethral strictures caused by inflammatory polyp and gonococcal urethritis in a 6-year-old and 12-year-
old boy, respectively, and urethral complete interruption after pelvis injury in a 14-year-old boy. 
   We recommend a small caliber endoscope for pediatric urethral strictures and obstructions for 
endoscopic urethrotomy, which is a safe and effective procedure. 
                                             (ActaUrol. Jpn.  44: 887-890, 1998) 




















部 の12時,3時,9時 を切 開 した.12Fr尿道留 置 カ
テーテルを1週 間留置 し,抜 去 した.術 後3カ 月は排
尿状態 良好であったが,徐 々に尿線 の途絶出現 し,尿
路感染 も認める ようにな った.根 治性 を期待 し開放手
術に よる尿道形成術 も検討 したが,両 親 の強い希 望に
よ り同年5月28日,再 度直視下内尿 道切 開術 を施行 し
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 Fig 1.  Left  : Voiding cystogram shows anter-
        ior urethral  stricture. Right : The pa-
        tient voided comfortably after endosco-
        pic urethrotomy.
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た.術 後は,再 狭窄予防のため に,バ ルーン式尿道 ダ
イ レーター(AMS社,太 さ9Fr,バル ーン拡張時の
最大の太 さ26Fr)を使用 して,週1回 の母親に よる
尿道拡張療法を約1年 問施行 した.現 在1年6カ 月が
経過 してい るが,再 発 を認めていない(Fig.1).
症例2:12歳,男 児
家族歴:母 子家庭 である母親 に,約2年 前 に淋菌に
よる骨盤死腔炎の既往がある.
既往歴:特 記事項 な し.
現病歴:受 診2年 前 に2回,尿 路感染症の診断で小
児科医 より抗菌剤の投与を受 けている。1996年2月8
日排尿困難 を認め小児科医よ り当科 を紹介受診 した。
なお,そ の後精神科医 による詳細 な問診によ り約3年
前 から母親 との性交渉のあった ことを確認 した.
画像診断:逆 行性尿道造影で,振 子部尿道の3箇 所
で狭窄 を認 めた(Fig.2).同年2月14日,全 身麻酔下
に症例1と 同様 な手技 にて直視下内尿道切開術 を施行
した.18Fr尿道留 置カテーテル を1週 間留置後に抜
去 し,術 後 は母子 関係改 善 目的で養護 施設 に入所 し
た.症 例1と 同様に週1回 の自己尿道拡張療法 を6カ




既往歴:精 神発達遅滞 により養護施設で管理 されて
いる.
現病歴:1996年3月22日大型バスに礫かれ受傷 し,

















口より閉塞部 まで挿入 し膀胱鏡の先端で閉塞部を押 し
た。続いて,外尿道口より幼児用 レゼク トスコープ
(10.5Fr)を閉塞部 まで進めた.し か し膀胱内の膀胱
鏡の光は観察できなかった.そ こで,膀 胱痩 を拡張し
膀胱内アプローチの膀胱鏡 を胆道鏡に替えてみたとこ
ろ,外尿道アプローチで胆道鏡の光が透光として観察
可能 となった.近 位部の胆道鏡ライ トを照明 しなが
ら,遠位部からガイ ドワイヤー(サ イズ025)後端部







に4,8,12,16週間目に施行 した.術 後1年6カ 月



















我喜屋,ほ か:男児尿道狭窄 閉塞,内 視鏡手術 889
考 察
直視下内尿道切開術は正確かつ安全な方法であり,
また手術手技 も比較的簡単である。 しか しながら,そ
の適応についてはまだ十分に議論されているとはいえ
ない.
光林 らDは,直 視下内尿道切開術 の適応 として,
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